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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽と、
　前記浴槽に隣り合う洗い場と、
　前記洗い場に面する第１の側壁と、
　前記洗い場に面するとともに、前記第１の側壁に隣り合う第２の側壁と、
　を備える浴室の構造であって、
　前記第１の側壁には第１のバーが取り付けられ、
　前記第２の側壁には、前記第１のバーと水平方向に間隔をあけて配置された第２のバー
が取り付けられ、
　前記第１のバーと前記第２のバーとは、当該２つのバーを同時に握って立ち座りを行う
ことを可能とする立ち座り用の手すりを形成していることを特徴とする浴室構造。
【請求項２】
　前記第１のバーと前記第２のバーとは、いずれも長手方向が上下方向に延びており、当
該２つのバーを同時に握って立ち座りを行うことができる距離に配置されていることを特
徴とする請求項１に記載の浴室構造。
【請求項３】
　前記第１のバーと前記第２のバーとは略対称配置されていることを特徴とする請求項１
又は２に記載の浴室構造。
【請求項４】
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　前記第１のバーから前記第２の側壁に向かって延出する部分を有する第１の補助バーと
、前記第２のバーから前記第１の側壁に向かって延出する部分を有する第２の補助バーと
、を備えることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の浴室構造。
【請求項５】
　前記第１のバーと前記第２のバーとは、いずれも長手方向が上下方向に延びており、
　前記第１の補助バーと前記第２の補助バーとは、いずれも前記第１のバー或いは前記第
２のバーの下部側に設けられていることを特徴とする請求項４に記載の浴室構造。
【請求項６】
　前記第１のバーから延出する前記第１の補助バーの先端は前記第１の側壁に固定され、
　前記第２のバーから延出する前記第２の補助バーの先端は前記第２の側壁に固定されて
いることを特徴とする請求項４又は５に記載の浴室構造。
【請求項７】
　前記第１の補助バーと前記第２の補助バーとが連結されていることを特徴とする請求項
４又は５に記載の浴室構造。
【請求項８】
　前記立ち座り用の手すりの横に、移動用の手すりが少なくとも１つ配置されていること
を特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の浴室構造。
【請求項９】
　前記第１の側壁と前記第２の側壁とは略直交していることを特徴とする請求項１から８
のいずれかに記載の浴室構造。
【請求項１０】
　前記浴室がユニットバスであることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の浴
室構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立ち座りに使用するための手すりを備える浴室構造に関し、特にユニットバ
スに好適な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、浴槽への出入りを安全なものにするといった目的や、足腰の弱った者が
洗い場から浴槽まで安全に移動できるようにするといった目的で、浴室に手すりが設けら
れている（例えば、特許文献１や２参照）。また、従来、浴室には、足腰が弱った者が立
った状態から座ったり、座った状態から立ったりする際に使用する（立ち座りの際に使用
する）手すりが備えられることもある。立ち座り用の手すりは、以下に説明するように、
洗い場に面する側壁に設けられる。
【０００３】
　図７は、浴室に備えられる従来構造の立ち座り用手すり１００の構成を説明するための
概略斜視図である。図７に示すように、従来構造の立ち座り用手すり１００は、右手用バ
ー１０１と、左手用バー１０２とを備えている。右手用バー１０１と左手用バー１０２と
は、いずれも略コの字形状に設けられている。なお、右手用バー１０１と左手用バー１０
２とは、同一サイズである。
【０００４】
　右手用バー１０１は、２つの先端部１０１ａ、１０１ｂが上下方向（鉛直方向）に並ぶ
ように、浴室の側壁１０３に取り付けられている。同様に、左手用バー１０２は、２つの
先端部１０２ａ、１０２ｂが上下方向に並ぶように、浴室の側壁１０３に取り付けられて
いる。縦長に配置される２つのバー１０１、１０２は、高さ位置が同じになるように対称
配置されている。なお、右手用バー１０１と左手用バー１０２とは同一の側壁（壁面）１
０３に取り付けられている。
【０００５】
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　図８は、浴室に備えられる従来構造の立ち座り用手すり１００を使用する人の動きを説
明するための図である。図８（ａ）は上から見た図、図８（ｂ）は横から見た図である。
図８に示すように、立ち座りを行う者Ｍは、右手で右手用バー１０１を握り、左手で左手
用バー１０２を握って立ち座りを行う。通常、立ち座りを行う者Ｍは、立ち座りの際に、
壁面１０３から突出する２つのバー１０１、１０２の間に頭を入れるような姿勢になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－１２０２８４号公報
【特許文献２】特開平９－９４２７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、例えば浴室がユニットバスにより構成される場合、その壁は薄く、強度が弱
い。このために、上述した立ち座り用手すり１００を、側壁１０３から十分に突出させる
ことが難しい。この結果、図９に示すように、立ち座りを行う者Ｍが、立ち座りの際に、
側壁１０３に頭をぶつけることがあった。なお、図９は、浴室に備えられる従来構造の立
ち座り用手すり１００の問題点を説明するための図である。
【０００８】
　以上の点に鑑みて、本発明の目的は、例えばユニットバスのような壁の強度が弱い浴室
に対して好適となる、立ち座り用手すりを備える浴室構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の浴室構造は、浴槽と、前記浴槽に隣り合う洗い場と
、前記洗い場に面する第１の側壁と、前記洗い場に面するとともに、前記第１の側壁に隣
り合う第２の側壁と、を備える浴室の構造であって、前記第１の側壁に取り付けられる第
１のバーと、前記第２の側壁に取り付けられる第２のバーと、を用いて立ち座り用の手す
りを形成している構成（第１の構成）になっている。
【００１０】
　本構成によれば、立ち座り用の手すりを構成する２つのバー（例えばコの字状に設けら
れるが、限定する趣旨ではない。）が、浴室のコーナー部分（角）を挟んで設けられる状
態になる。この構成の場合、浴室の側壁に対してバー（立ち座り用の手すりを構成するバ
ー）を突出させる量を大きくすることなく、立ち座りを行う者が頭を入れるスペースの奥
行を大きなものにできる。すなわち、本構成によれば、側壁の強度が弱いユニットバス等
において、立ち座り用の手すりを使用するユーザーが、立ち座りの際に頭をぶつけ難い構
造を提供できる。
【００１１】
　上記第１の構成の浴室構造において、前記第１のバーと前記第２のバーとは、いずれも
長手方向が上下方向に延びている構成（第２の構成）であるのが好ましい。本構成によれ
ば、例えば身長差があるユーザーに対して対応し易い。
【００１２】
　上記第１又は第２の構成の浴室構造において、前記第１のバーと前記第２のバーとは、
略対称配置されている構成（第３の構成）であるのが好ましい。本構成によれば、２つの
バーは、ユーザーが立ち座りに使用し易いばかりではなく、移動用としても使用し易くな
る。
【００１３】
　上記第１から第３のいずれかの構成の浴室構造は、前記第１のバーから前記第２の側壁
に向かって延出する部分を有する第１の補助バーと、前記第２のバーから前記第１の側壁
に向かって延出する部分を有する第２の補助バーと、を更に備える構成（第４の構成）で
あるのが好ましい。本構成によれば、例えば、立ち座り用の手すりを使用して立ち上がっ
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た者の体を支持し易い。
【００１４】
　上記第４の構成の浴室構造において、前記第１のバーと前記第２のバーとは、いずれも
長手方向が上下方向に延びており、前記第１の補助バーと前記第２の補助バーとは、いず
れも前記第１のバー或いは前記第２のバーの下部側に設けられている構成（第５の構成）
であってよい。本構成によれば、立ち座りの際に、ユーザーが補助バーを邪魔であると感
じる可能性を低減できる。
【００１５】
　上記第４又は第５の構成の浴室構造において、前記第１のバーから延出する前記第１の
補助バーの先端は前記第１の側壁に固定され、前記第２のバーから延出する前記第２の補
助バーの先端は前記第２の側壁に固定されている構成（第６の構成）であってもよい。本
構成によれば、２つの補助バーの間に適切にスペースを設けることが可能であり、第１の
バー及び第２のバーを立ち座り用の手すりとして立ち座りを行う者が、補助バーに頭をぶ
つけ難い構成を得ることが可能である。
【００１６】
　上記第４又は第５の構成の浴室構造において、前記第１の補助バーと前記第２の補助バ
ーとが連結されている構成（第７の構成）であってもよい。本構成によれば、浴室の組み
立て時等において、立ち座り用の手すりを一体的に取り扱うことができる。
【００１７】
　上記第１から第７のいずれかの構成の浴室構造において、前記立ち座り用の手すりの横
に、移動用の手すりが少なくとも１つ配置されている構成（第８の構成）が採用されても
よい。本構成によれば、浴室の入口と浴槽との間を、足腰の弱った者が移動し易い浴室構
造を提供できる。
【００１８】
　上記第１から第８のいずれかの構成の浴室構造において、前記第１の側壁と前記第２の
側壁とは略直交している構成（第９の構成）であってよい。隣り合う２つの側壁が互いに
略直交する関係となる浴室は、一般的にある。すなわち、本構成は、本発明が従来型の浴
室に適用し易いことを意味している。なお、本発明は、前記第１の側壁と第２の側壁とが
直交していない場合にも適用可能である。
【００１９】
　上記第１から第９のいずれかの構成の浴室構造において、前記浴室がユニットバスであ
る構成（第１０の構成）が採用されてよい。上述のように、ユニットバスは側壁の強度が
弱い。本発明は、このような浴室に対して好適な技術である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、例えばユニットバスのような壁の強度が弱い浴室に対して好適となる
、立ち座り用手すりを備える浴室構造を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る浴室の構造を示す概略平面図で、浴室を天井側から見た
図
【図２】本発明の実施形態に係る浴室の一部分の構造を拡大して示した概略斜視図
【図３】本発明の実施形態に係る浴室が備える立ち座り用手すりの効果を説明するための
図で、浴室の一部を拡大して示した概略平面図
【図４】本発明の実施形態に係る浴室が備える立ち座り用手すりの構成の変形例を説明す
るための図
【図５】本発明の実施形態に係る浴室が備える立ち座り用手すりの構成の他の変形例を説
明するための図
【図６】本発明の実施形態に係る浴室が備える立ち座り用手すりの構成の他の変形例を説
明するための図
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【図７】浴室に備えられる従来構造の立ち座り用手すりの構成を説明するための概略斜視
図
【図８】浴室に備えられる従来構造の立ち座り用手すりを使用する人の動きを説明するた
めの図
【図９】浴室に備えられる従来構造の立ち座り用手すりの問題点を説明するための図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態に係る浴室構造について、図面を参照しながら詳細に説明する
。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態に係る浴室１の構造を示す概略平面図で、浴室１を天井側か
ら見た図である。浴室１は、床２と、４つの側壁（第１の側壁３、第２の側壁４、第３の
側壁５、及び、第４の側壁６）と、天井（不図示）とによって構成されている。４つの側
壁３～６は、床２及び天井（互いに略平行配置される）に対して略垂直となるように設け
られている。また、４つの側壁３～６は、隣り合う側壁同士が互いに略直交するように配
置されている。このために、浴室１内は、略直方体状の空間になっている。
【００２４】
　なお、第２の側壁４には、人が出入りするための開口（入口）４ａが設けられている。
また、浴室１内には、入口４ａ側から見て、手前側に洗い場７が設けられ、奥側に浴槽８
が設けられている。洗い場７と浴槽８とは隣り合っている。
【００２５】
　図２は、本発明の実施形態に係る浴室１の一部分の構造を拡大して示した概略斜視図で
ある。図２に示すように、浴室１内には、例えば足腰の弱った高齢者や身体障害者等が立
ち座りを行うために使用する立ち座り用手すり１０が設けられている。立ち座り用手すり
１０は、右手用バー１１と左手用バー１２との２本のバーを含んでいる。なお、右手用バ
ー１１は、本発明の第１のバーの一例であり、左手用バー１２は、本発明の第２のバーの
一例である。
【００２６】
　右手用バー１１と左手用バー１２とは、いずれも略コの字形状に設けられている。本実
施形態では、右手用バー１１と左手用バー１２とは同サイズになっているが、２つのバー
１１、１２の間でサイズに差があっても構わない。右手用バー１１と左手用バー１２とは
、補助バー１３によって連結されている。補助バー１３は略Ｖ字形状に設けられ、当該補
助バー１３を構成する２つの辺（バー）の間の角度は略９０°になっている。補助バー１
３は、右手用バー１１の長手方向の略中間位置と、左手用バー１２の長手方向の略中間位
置とを連結している。なお、本実施形態では、右手用バー１１と、左手用バー１２と、補
助バー１３とは一体化されている。
【００２７】
　右手用バー１１は、その長手方向が上下方向（鉛直方向）と平行になるように、洗い場
７に面する第１の側壁３に固定配置されている。一方、左手用バー１２は、その長手方向
が上下方向と平行になるように、洗い場７に面すると共に第１の側壁３と隣り合う第２の
側壁４に固定配置されている。なお、これらのバー１１、１２を側壁に固定する方法は、
特に限定されるものではない。例えば、これらのバー１１、１２は、ネジ止めによって各
側壁３、４に固定されてもよい。固定状態において、右手用バー１１と左手用バー１２と
は、水平方向と略平行となるように配置される補助バー１３を基準として、略対称配置さ
れている。
【００２８】
　なお、補助バー１３の一辺（第１の補助バー）は、右手用バー１１から第２の側壁４に
向かって延出（詳細には第２の側壁４に対して略垂直な方向に延出）している。また、補
助バー１３の他辺（第２の補助バー）は、左手用バー１２から第１の側壁３に向かって延
出（詳細には第１の側壁３に対して略垂直な方向に延出）している。補助バー１３と各側
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壁３、４との間には空間が形成されている。補助バー１３は、本発明の、第１の補助バー
と第２の補助バーとが連結された構造を実現している。
【００２９】
　図３は、本発明の実施形態に係る浴室１が備える立ち座り用手すり１０の効果を説明す
るための図で、浴室１の一部を拡大して示した概略平面図である。図３も図１同様に、天
井側から見た図である。本実施形態においては、浴室１のデッドスペースとなるコーナー
部（角）を上手く利用して、立ち座り用手すり１０が設けられている。
【００３０】
　すなわち、本実施形態の構成では、右手用バー１１と左手用バー１２とを握って立ち座
りを行う者が頭を入れるスペースの奥行（図３のＬ１参照）を、各バー１１、１２の壁面
に対する突出量（図３のＬ２参照）よりも長くできる。このために、立ち座り用手すり１
０を形成する右手用バー１１と左手用バー１２との壁面に対する突出量を大きくしなくて
も、立ち座りを行う者の頭が側壁にぶつかる可能性を抑制できる。上述のように、例えば
ユニットバスでは、その側壁の強度が弱いために、右手用バー１１と左手用バー１２との
壁面からの突出量を大きくできないが、本実施形態の構成により、ユニットバスでも、立
ち座りを安心して行える浴室構造を提供できる。
【００３１】
　また、本実施形態の立ち座り用手すり１０には、補助バー１３が設けられている。この
ために、立ち座り用手すり１０を用いて立ち上がった者が体を支えやすい。
【００３２】
　なお、本実施形態の浴室１においては、立ち座り用手すり１０以外にも、上下方向に長
く延びる略コの字形状の、２つの移動用手すり１４、１５が第１の側壁３に固定配置され
ている。第１の移動用手すり１４は、立ち座り用手すり１０を構成する右手用バー１１の
横に間隔を於いて配置されている。また、第２の移動用手すり１５は、第１の移動用手す
り１４の横（右手用バー１１がある側とは反対側）に間隔を於いて配置されている。
【００３３】
　立ち座り用手すり１０、第１の移動用手すり１４、及び、第２の移動用手すり１５の存
在によって、例えば足腰の弱い者は、浴室１の入口４ａと浴槽８との間を、これらの手す
り１０、１４、１５を適宜持ちながら移動できる。すなわち、本実施形態の浴室１は、例
えば足腰の弱った者等にとって使い勝手が良い構成になっている。なお、この説明からわ
かるように、立ち座り用手すり１０は、移動用に利用されても勿論構わない。
【００３４】
　以上に示した実施形態は、本発明の例示にすぎない。以上に示した実施形態の構成は、
本発明の技術思想を超えない範囲で適宜変更されて構わない。
【００３５】
　例えば、以上に示した実施形態では、補助バー１３が設けられる高さ位置を、右手用バ
ー１１及び左手用バー１２の長手方向（上下方向）の略中間位置とした。しかし、本発明
は、この構成に限定される趣旨ではない。例えば、補助バー１３の位置が高い位置に設け
られると、当該補助バー１３が立ち座りを行う者にとって邪魔（頭をぶつける等）になる
可能性がある。このために、補助バー１３が設けられる高さ位置は、立ち座りを行う者に
とって邪魔にならないように、適宜変更されてよい。例えば、図４に示すように、補助バ
ー１３は、右手用バー１１及び左手用バー１２の下部間を連結するように設けられても構
わない。
【００３６】
　また、以上に示した実施形態では、立ち座り用手すり１００を構成する右手用バー１１
と左手用バー１２とが補助バー１３で連結される構成とした。しかし、右手用バー１１と
左手用バー１２とは連結しなくてもよい。場合によっては、補助バー１３が設けられない
構成が採用されてもよい。
【００３７】
　また、右手用バー１１と左手用バー１２とを補助バー１３で連結しない場合の構成とし
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て、例えば図５に示すような構成が採用されてもよい。図５に示す構成では、右手用バー
１１の長手方向（上下方向）の略中間位置から、第１の補助バー１３ａが第２の側壁４に
向かって延出している。第１の補助バー１３ａは略Ｌ字状に構成され、延出方向が途中で
折れ曲がり、その先端は第１の側壁３に固定されている。また、左手用バー１２の長手方
向（上下方向）の略中間位置から、第２の補助バー１３ｂが第１の側壁３に向かって延出
している。第２の補助バー１３ｂは略Ｌ字状に構成され、延出方向が途中で折れ曲がり、
その先端は第２の側壁４に固定されている。
【００３８】
　すなわち、図５に示す構成では、第１の補助バー１３ａと第２の補助バー１３ｂとは連
結されず、その間に隙間Ｓが形成されている。この隙間Ｓによって、２つのバー１１、１
２を握って立ち座りを行う者の頭が、補助バー１３ａ、１３ｂにぶつかり難くできる。図
５に示す構成において、補助バー１３ａ、１３ｂを設ける高さ位置は、適宜変更されてよ
い。例えば、図６に示すように、補助バー１３ａ、１３ｂが、右手用バー１１及び左手用
バー１２の下部間を連結するように設けられても構わない。
【００３９】
　また、以上に示した実施形態では、移動時に使用される手すり（移動用の手すり）は、
縦長のバー（長手方向が上下方向となるバー）で構成されている。しかしながら、移動用
手すりは、縦長のバーに限らず、例えば横長のバー（長手方向が左右方向となるバー）で
構成されても構わない。ただし、浴室１が滑りやすい環境であることを考慮すると、縦長
のバーを複数本並べて移動する構成とした方が、手すりを使用して移動する者が怪我をし
難いので好ましい。なお、移動用手すりは、場合によっては設けられなくもよい。
【００４０】
　その他、浴室１内には、シャワー、蛇口、タオル掛け　鏡等が適宜設けられても当然構
わない。
【符号の説明】
【００４１】
　　　１　浴室
　　　３　第１の側壁
　　　４　第２の側壁
　　　７　洗い場
　　　８　浴槽
　　　１０　立ち座り用手すり
　　　１１　右手用バー（第１のバー）
　　　１２　左手用バー（第２のバー）
　　　１３　補助バー
　　　１３ａ　第１の補助バー
　　　１３ｂ　第２の補助バー
　　　１４　第１の移動用手すり
　　　１５　第２の移動用手すり
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